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　この作品は那珂川河川公園に設置してありま
す。
　厚みのある正方形が、縦に並んで４つ重なっ
ています。そしてそれぞれは少しずつ色を変え、
また、正確に積み上げられているわけではなく、

上に行くごとに、向かって右
の端が、どんどん手前にずれ
込んでいます。
　石には大小深浅さまざまな
穴が開いており、また、たくさん
の線が彫り込まれています。
　作者は太古から現代まで、
人間は自然を支配しようと試
行錯誤を繰り返しており、そ
れが結果的に人類を発展させ

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者
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アンドレ　ミテフスキ　2006年
マケドニア　

　　文化振興課　　　（９８）３７６８

ミステリー

てきたと考えています。作者は
記します、「人間はコンピュー
ターを創り出しました。しか
しその意図は、太古の昔ドル
イド僧らがストーンヘンジを
建造し、宇宙の法則を正確に
割り出すことでその利益の恩恵にあずかろうとした
事と変わらないのです。」
　この言葉を見ると、彼の作品が電子機器部品のよう
な模様である事に気付きます。そして素材が石である
ことを考えると、ストーンヘンジとコンピューター、
太古の英知と現代の英知を関連付けようとしたよう

に思われます。
　作者はマケドニア（旧
ユーゴスラビア）出身の
アンドレ・ミテフスキ氏。
マケドニアの美術大学を
２か所修了し、さらに美
術大学研究所に所属した
経験があります。

アンドレ　ミテフスキアンドレ　ミテフスキ

設置場所案内図（★印）

オン

★

ホテル花月

那珂橋

蘆
錐（
那
須
資
胤
）書
状

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
30

　

当
館
に
は
、
黒
羽
藩
主
大
関
家（
１
万
８

千
石
の
外
様
大
名
）に
伝
来
し
、
最
後
の
藩

主
大
関
増
勤
の
孫
に
あ
た
る
故
大
関
和
雄
氏

よ
り
寄
贈
さ
れ
た「
大
関
家
文
書
」（
約
２
３

０
０
点
）が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
文
書

群
に
は
、
戦
国
時
代
の
古
文
書
も
数
点
含
ま

れ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
な
か
の
蘆
錐（
那

須
資
胤
）書
状
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
釈
文（
く
ず
し
字
を
楷
書
体
に
直

し
た
も
の
）を
提
示
し
ま
す
。

　
　

思
案
・
諷
諫
、
可
為
管
心
候
、
委
細

　
　

可
有
口
上
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

正
月
五
日　

蘆
錐（
花
押
）

　
　
　
（
奥
ウ
ワ
書
）

　
　
　
「（
切
封
墨
引
）

　
　
　

大
関
美
作
守
殿　

蘆
錐
」

　

本
文
を
読
み
下
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

思
案
・
諷
諫
、
管（
感
）心
た
る
べ
く
候
、
委

細
口
上
有
る
べ
く
候
、
恐
々
謹
言
、

　

本
史
料
は
、
烏
山
城
主
で
当
時「
蘆
錐
」と

号
し
て
い
た
那
須
資
胤
が
、
大
関
美
作
守
高

増（
１
５
２
７
〜
９
８
）宛
て
に
発
給
し
た
正

月
５
日
付
の
書
状
で
す
。
書
状
ゆ
え
年
号
は

記
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
内
容
か
ら
天
正
６
年

（
１
５
７
８
）以
前
に
年
次
比
定
さ
れ
ま
す
。

　

蘆
錐
が
高
増
の「
思
案
」や
那
須
氏
に
対
す

る「
諷
諌
」（
遠
回
し
に
い
さ
め
る
こ
と
）を
褒

め
る
と
い
う
内
容
で
、
委
細
に
つ
い
て
は
使

者
が
口
頭
伝
達
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
本

史
料
か
ら
は
、
大
関
高
増
が
那
須
氏
政
権
に

お
い
て
重
臣
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
那
須

氏
当
主
の
言
動
を
い
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る

程
の
実
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

本
史
料（
掛
軸
）を
12
月
11
日（
水
）よ
り
当

館
大
関
記
念
室
に
て
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

蘆錐（那須資胤）書状

ろ
　
す
い

す
け
た
ね

ま
す
と
し

ふ
う
か
ん

し
ゃ
く
も
ん

お
お
ぜ
き   
け   
も
ん
じ
ょ

み
ま
さ
か
の
か
み



広
報 2013.1223

特
　
集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教
　
育

ス
ポ
ー
ツ

税

産
　
業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

　ふれあいの丘天文館  　（２８）３２５４
検 索詳しくは ふれあいの丘天文館

○冬の星座の探し方
　一等星が７つも輝く、にぎやかな冬の星座をたどっ
てみましょう。まず、「三つ星」が目印のオリオン座を探
します。次に左上のベテルギウスを含む「冬の大三角」
を探して、シリウスとプロキオンを探します。この３つ
の星が冬の星座を見つける手がかりになります。
 

　　　　　　【天文情報】

ふれあいの丘自然観察館  　（２８）３２５１

検 索詳しくは ふれあいの丘自然観察館

　現在開催中の「恐竜 イン 大田原！」～恐竜のなぞ
を探ろう～の展示品を紹介します。
◎アパトサウルス
　太い首をもつ大型の植物食の恐
竜です。口には、小さな杭のよう
な歯があり、葉をむしり取って飲
み込み、胃の中の胃石を使って消
化していたようです。また４本の
足は数十トンもの体重を支えるた
めに、とても頑丈なつくりになっ
ています。展示品ではアパトサウ
ルスの親子の頭部や頑丈な足の復
元模型、さらには特に珍しい実物の大腿骨の化石など
を展示しています。
◎タルボサウルス
　タルボサウルスの化石はモンゴ
ルの白亜紀の地層から発見され、
当初はティラノサウルスの一種と
考えられましたが、現在では多く
の研究者がアジア固有の大型肉食
恐竜としています。ティラノサウルスと同じような鋭

い歯の様子が展示品からわかります。ところが、前足
はティラノサウルスよりも短く、その働きは不明です
が、体を起こす時に使ったのではないかと考えられて
います。
　皆さんはどう考えますか？今回は、タルボサウルス
の頭部の骨格標本と復元模型が対比する形で初展示し
ました。じっくりとご覧ください。
◎恐竜の「ウンチ」の化石や胃石も！
　どこにでもあるような石ですが、
これらは恐竜の化石と共に発掘さ
れたもので、周囲の状況から化石
と考えられています。胃石は表面
がつるつるしていて、食物をすり
つぶすために、何度も使われてい
たことがわかります。現在の鳥や
羊の一部に見られます。さらに、
恐竜の卵や足跡など、とても貴重
な化石も展示しています。大田原
で「初めての恐竜展」を一人でも多
くの皆さんに見ていただき、太古のロマンを感じてい
ただきたいと願っています。

アパトサウルス

アパトサウルスの親子

タルボサウルス

恐竜の糞石

恐竜の胃石

①『ふたご座流星群を見よう』観望会参加者募集
●日時 12月14日(土)　午後７時～９時
●内容 ふたご座流星群の特徴や、流れ星についての
解説を行った後、実際の観望を行ないます。

●定員 80名
●参加料　小中学生１名100円、大人１名300円
●場所　ふれあいの丘　シャトーエスポワール

②『小型望遠鏡操作体験』参加者募集
●日時 １月11日(土)　午後６時～８時
●内容 小型望遠鏡の基本的な操作を学びます。望遠
鏡を自ら操作しながら、月や星雲・星団を観望し
ます。
●定員 15名
●参加料　小中学生１名100円、大人１名300円
●場所 ふれあいの丘天文館
　※以下は上記①、②の募集に共通です。
●対象 一般(中学生以下は保護者同伴)
●申込方法　開館日の午前９時～午後９時の間に電
話でふれあいの丘天文館まで申し込み

　　　　　　【天文現象観望会】

　　　　　　【初心者天文講座】
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　当ホール主催の事業に限り、安心して公演をお
楽しみいただくために、公演中の託児サービスを
行っています。
　料金：お子さま１人　2,000円
　対象：満２歳以上のお子さま（先着10名様）
※公演の10日前までにお申し込みください。

山形交響楽団特別演奏会
X'mas・コンサート・シリーズ⑤チケット

好評発売中

X'mas・コンサート・シリーズ⑥
白鷗大学ハンドベル・クワイア・クリスマスコンサート

パイプオルガンコンサート

■０才からのオルガンコンサートVol.１
　平成26年１月11日（土）大ホール 午前11時開演
　０才の赤ちゃん入場ＯＫ！　未就学児まで無料！

チケット
好評発売中

■演奏予定曲目
　ワーグナー：楽劇「ニュルンベルクのマイスタージンガー」
　　　　　　　第1幕への前奏曲
　チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲ニ長調作品35
　サン＝サーンス：交響曲第3番ハ短調作品78「オルガン付」

■日　時　12月21日（土）　午後３時開演　
■会　場　大ホール
■チケット　全席指定
　一般　Ｓ席　5,000円（友の会4,500円）
　　　　Ａ席　4,000円（友の会3,600円）
　　　　Ｂ席　3,000円（友の会2,700円）
　　　　Ｃ席　2,000円（友の会1,800円）
　学生　Ｓ席　3,000円　
　　　　Ａ席　2,000円
　　　　※学生は小学生～大学生
　　　　※入場は就学児以上

■日　時　12月22日（日）　午後６時30分開演　
■会　場　大ホール
■チケット　全席自由
　高校生以上　1,200円（友の会1,100円）
　3才～中学生　 500円
■指　揮　荒井弘高
■ハンドベル　白鷗大学ハンドベル部

■出演（写真左から）
　指揮：大井剛史　
　ヴァイオリン：クララ＝ジュミ・カン
　オルガン：ジャン＝フィリップ  メルカールト

★全席自由 500 円（予約不要・当日ロビーでお支払い）

■アフタヌーン・オルガンコンサートVol.１
　平成26年１月11日（土）大ホール 午後３時開演
　小・中学生入場無料！！
※未就学児のお子様は入場できません
※母子健康手帳をご持参の妊婦さんは入場無料

Information
お知らせ

ハーモニー寄席

桂文珍・三遊亭円楽 ～東西名人会～
チケット
発売情報

■2014年2月2日（日） 
　午後２時開演
■会場　大ホール
■全席指定席
　3,300円
　(友の会3,000円)

アニソン ヒット パレード
 in 那須野が原

チケット
発売情報

■2014年2月8日（土）
　午後４時30分開演
■会場　大ホール
■全席指定席　　　
　一般　3,500円
　(友の会3,200円)
　学生　2,000円
　(大学生以下)
■出演　堀江美都子／水木一郎／串田アキラ
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